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感
関
田

長
い
タ
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ル
が
本
の
あ
ら
す
じ
､
と

言
っ
て
も
過
育
で
は
な
い
小
説
で
す
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･
<
公
は
､
男
子
高
校
生
の
小
税
常
で

す
e
た
だ
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
と
思
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･
･

て
い
た
､
と
て
も
膏
が
裁
く
て
､
と
て

も
聖
の
長
い
噸
鏡
女
ヰ
は
な
,
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･
亡
声
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出
版
霊
界
の
仕
低
み
が
分
か
る

の
も
'
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
で
す
:
　
主

人
公
の
名
前
が
最
練
ま
で
明
か
A
･
れ
な

い
の
で
､
主
人
公
に
な
っ
た
気
分
で
肋
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こ
と
が
で
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ま
す
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よ
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-
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し
そ
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さ
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帳
に
舵
を
た

た
き
込
ん
で
よ
い
だ
ろ
う
か
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し
そ
う
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閤
鮭
淡
め
る
の
は
榊
柄
の
轟
少
食
ア
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シ
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､
ア
カ
ツ
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ら
れ
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･
デ
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ア
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軸
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ツ
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い
い
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あ
L
 
i
;
…
人
の
ほ
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ん
と

し
て
い
る
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蝕
は
シ
日
工
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今
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慮
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の
世
界
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世
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叶
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計
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た
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鼠
恥
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数
に
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で
明
磯
に
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位

付
け
さ
れ
た
ク
ラ
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の
中
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っ
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り
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督
甘
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た
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健
だ
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幼
樹

液
み
の
伊
吹
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放
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叡
息
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憧
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蜂
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･
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よ
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供
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ら
れ
た
肉
体
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激
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滞
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別
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･
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を
き
っ
か
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身
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回
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こ
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梯
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轟
件
め
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勝
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し
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憾
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収
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瀬
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取
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で
水
道
に
本
が
扱
い
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あ
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取
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.
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来
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節
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膿
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と
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シ
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を
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探
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ポ
ワ
E
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の
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の
T
i
X
放
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し

た
エ
ピ
ソ
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ド
で
す
｡
あ
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日
ポ
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ロ

は
､
人
丸
モ
ノ
マ
ネ
女
健
の
シ
ョ
-
ド

足
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運
び
､
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こ
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し
い
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力
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･
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3
ツ
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し
て
欲
し
い
と
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む
の
で
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が
､
触
日
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に
男
醇
は
何
者
か
に
坪
さ
れ
て
し
濃

い
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-
.
僚
段
は
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性
に
関
心
套
寄
せ
な

い
ポ
ア
u
が
玲
し
く
皆
目
に
な
り
ま
す
い

で
も
包
日
に
な
つ
こ
J
る
時
ほ
ど
､
そ
の

こ
と
に
気
が
付
か
な
い
ん
だ
よ
な
<
･
三
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し
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し
草
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も
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ま
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た
､
シ
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ー
で
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高
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の
仕
串
を
す

る
噂
を
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本
か
大
好
き
な
矢
島
ダ
イ

ア
ナ
巾
舟
は
寮
で
料
理
豊
を
開
き
､

父
は
大
手
比
聾
の
莞
巻
S
･
同
じ
く

本
好
き
な
神
崎
野
手
｡
全
く
正
反
対
な

慣
漣
で
育
つ
二
人
だ
が
､
州
排
で
城
東

i
.
な
る
｡
し
か
し
.
彩
子
の
小
さ
な
勘

遇
い
で
喧
嘩
を
し
て
し
寄
つ
｡
赤
毛
の

ア
ン
フ
ア
ン
は
も
ち
ろ
ん
､
そ
う
で
な

い
人
も
徐
々
に
ア
ン
を
好
き
i
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な
り
､
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ア
ナ
も
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に
な
る
は
･
>
;
.
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誠
ん
で
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て
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だ
さ
い
り

ひ
と
り
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り
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世
と
い
う
も
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は
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軸
A
i
/
敏
　
愛
▲
.
0
㌦
0
生

重
凍
れ
で
観
鍵
は
激
優
蓮
ん
｡
州

九
ガ
六
年
､
〝
ア
ン
ネ
の
日
記
.
で
初

釜
演
｡
約
本
ア
カ
デ
f
叫
i
塵
登
減

免
髄
鰐
9
紀
伊
臓
鷹
番
個
人
濃
な

ど
､
舞
台
･
映
海
で
の
暮
基
い
色
々

な
映
衛
で
活
櫛
比
た
彼
女
3
磯
風
満
晩

に
兇
丸
る
が
廉
は
波
乱
欝
溌
な
女
髄
武

生
を
歩
ん
で
き
た
の
で
す
い
ぜ
ひ
醜
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
'
㊥

は
じ
め
て
作
る
坪
体
鮒
軒
人
形

･
ー
･
,
I
/
汁

落
軸
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ス
テ
ゑ
二
〇
小
,
告

L3,･･

散

等

-

淋

結
城
批
叩
/
翠

〟挽

人
形
の
附
肺
を
球
体
に
し
､
脚
･
胴
な

ど
蕉
蜜
洞
に
作
る
こ
と
で
中
に
ゴ
ム
を

沸
す
こ
と
が
で
き
'
そ
れ
が
脇
の
役
割

毒
た
し
て
頓
や
手
足
が
可
動
に
な
る

人
形
を
革
体
駆
軒
人
形
と
貰
い
ま
す
e

作
る
人
に
よ
っ
て
雰
固
執
が
洩
っ
た
り
､

粘
土
の
へ
ら
や
彫
軸
刀
な
ど
を
雑
便
し

て
作
る
総
合
芸
術
と
も
雷
え
る
世
界
は

奥
が
潔
い
で
す
が
､
憩
名
の
通
り
は
じ

め
て
作
る
方
に
と
て
も
規
切
な
本
で
す
い

ド
ー
ル
本
体
､
日
の
自
作
.
洋
服
の
作

い
ノ
方
な
ど
も
載
っ
て
い
て
物
作
り
好
き

の
血
が
騒
ぐ
2
桐
で
す
e
 
i
体
作
る
と

人
体
の
檎
濃
に
も
騨
し
く
な
れ
ま
す
U

も
ち
ろ
ん
眺
め
て
も
兼
し
め
る
本
で
す
い

7
J
:
扮
〃
り
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す
テ
ィ
ヅ
柊
拭
会
社
八
二
c
c
i
3
年
W

磯
が
磯
枕
暗
礁
の
喝
健
は
9
瀞
か
ら

放
轡
の
展
開
が
好
き
だ
っ
た
り
申
轡
略

代
と
同
じ
く
静
か
に
根
菜
を
や
り
過
ご

し
､
艶
も
来
な
い
掛
豊
漕
数
式
を
膿

関
す
る
三
年
間
だ
と
思
っ
て
い
た
.
.
あ

の
少
女
た
ち
と
出
会
う
ま
で
は
-
/
･
最

初
の
き
っ
か
け
は
､
ぱ
く
と
L
T
f
ル
カ
i
t
;

ん
と
出
会
っ
た
校
虚
の
大
き
な
桜
の
木

の
下
C
彼
女
は
い
漣
な
り
磯
に
間
鞠
教

出
し
て
き
て
-
=
こ
の
本
は
我
執
の
過

り
数
学
好
瀞
の
少
女
僻
鯛
の
常
の
詣
博

す
‖
色
々
な
戦
式
が
省
い
て
あ
っ
て
､

解
脱
も
あ
る
の
で
わ
か
り
や
す
い
ト
.
;
g
t
,

い
ま
す
1
.
高
校
の
敵
軍
の
先
取
り
は
こ

の
本
で
お
勧
め
で
す
∩

※
シ
リ
ー
ズ
本
の
筈
も
あ
り
ま
す
-

蓋

7

砥

　

聾

照

山

九

六

ヒ

歓

心

T
レ
*
'
;
･
.
＼
辞
漢
字
で
書
く
こ
･
t
!
は
出

席
ず
と
も
:
-
梓
橋
し
の
曲
み
カ
は
分
か

る
､
と
い
う
人
は
多
い
か
も
触
れ
な
い
け

督
S
･
理
由
教
務
鳳
萄
時
i
私
が
放
免
に

野
げ
た
く
な
る
の
が
こ
の
本
喝

｢
松
雄
｣
と
い
う
作
品
は
.
 
･
､
え
た
い

か
ト
･
r
り

の
知
れ
な
い
不
語
な
塊
　
か
私
の
心

お
さ

を
圧
克
つ
け
て
い
た
二
八
虎
)
と
い
う

馨
し
い
Z
文
か
､
奉
る
t
 
T
レ
t
ン
｣

が
イ
メ
･
-
ジ
さ
せ
る
爽
や
か
さ
は
欠
月

も
な
い
.
.
そ
れ
が
ほ
ん
の
戦
熊
笹
に
は

｢
資
に
く
す
ぐ
っ
た
い
気
梓
が
街
の
上

E
･
E
･
'

の
私
を
駄
賃
ま
せ
L
l
L
と
ま
で
に
変
化

し
て
い
る
｡
こ
の
間
…
休
佃
が
起
き
た

の
か
=
と
て
も
短
い
作
品
な
の
で
､
勝

非
常
の
!
?
汰
爆
発
し
ぶ
り
紙
ご
内
線
で

確
認
し
て
欲
し
い
:
ち
な
み
に
　
こ
の

率
は
臨
地
塵
だ
｡
T
K
の
鼎
兼
j
 
T
あ
る

盛
上
の
感
情
L
T
の
ん
き
な
馨
し
等
々
､

乳
に
な
る
タ
イ
ト
ル
の
も
の
か
ら
沈
ん

で
み
る
の
も
い
い
か
も
知
れ
な
い
｡

準
他
社
刊
行
S
･
本
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
‖


